












































































Kennedy (2001: 11-12) が示したチョーサーの“conscious ambiguation” が窺える。本
研究は作品の精読および原典調査で、チョーサーがディオメーデに対して否定的な態度
を持っていることを明らかにし、曖昧な意味を持つ形容詞を否定的に解釈するのが合理
的であると結論づけた。 
最後に、第 5章では自然と関係する形容詞に焦点を当てた。すべての形容詞は修飾対
象別に分類され、詳しく分析された。この章ではチョーサーが形容詞に暗示など重要な
情報を込めたということを再確認できた（“laurer-crowned”や floures “blew”がその例
である）。また、登場人物の性格（例えばトロイルスは頻繫に神を罵るが、クリセイデ
はほとんどそうしなかったなど）をまた別の角度から見ることができ、全体的の人物像
がより豊満になった。 
このように、本論文は TCの形容詞を様々な角度から詳しく考察・分析し、多くの成
果を得られた。 
 
